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10
月
27
日
、
山
口
地
区
区
長
会
の
宮
下

紀
明
会
長
と
山
口
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
楯

金
史
会
長
が
中
津
川
市
役
所
を
訪
問
し
、
小

栗
仁
志
中
津
川
市
長
と
今
後
の
山
口
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。 

両
会
長
は
、
地
区
で
課
題
と
な
っ
て
い
る

人
口
減
少
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
不

足
や
学
校
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
な
う
と
と
も
に
、
地
域
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
や
椿
街
道
沿
線
の
環
境
整
備
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
、
地
区
の
こ
れ
か
ら
の
夢
や 

11
月
19
・
20
日
、
山
口
小

学
校
４
・
５
年
生
が
、
「
三

智
」
の
学
習
と
し
て
地
域
の
食

文
化
を
学
ぶ
た
め
、
自
分
た
ち

で
米
作
り
か
ら
行
い
収
穫
し
た

米
で
五
平
餅
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。 

今
年
も
ご
へ
ー
名
人
会
の
皆

さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
19
日

に
は
ご
飯
を
握
り
、
タ
レ
を
作

り
ま
し
た
。
だ
ん
ご
を
串
に
刺

す
作
業
で
は
、
焼
い
て
い
る
と

き
に
だ
ん
ご
が
落
ち
な
い
よ
う

に
す
る
コ
ツ
を
習
い
な
が
ら
慎

重
に
刺
し
て
い
ま
し
た
。 

20
日
は
下
焼
き
・
た
れ
付

け
・
本
焼
き
を
行
い
、
だ
ん
ご

を
焦
が
し
た
り
落
と
し
た
り
し

な
い
よ
う
一
本
一
本
丁
寧
に
焼 

宮下 区長会長     楯 まち協会長 

小川 総合事務所長  小栗 中津川市長 

 

希
望
を
出
し
合
い
、
山
口
地
区

の
魅
力
再
発
見
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

市
長
に
伝
え
ま
し
た
。 

市
長
か
ら
は
、
『
魅
力
再
発

見
に
つ
い
て
は
、
山
口
地
区
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
取
り
組

み
。
市
も
関
わ
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
と
思
う
。
』
『
学
校
規
模

の
適
正
化
は
、
一
番
大
切
な
の

は
山
口
地
区
の
子
ど
も
や
親
が

ど
う
い
う
環
境
が
良
い
か
を
考

え
て
い
く
こ
と
。
よ
り
良
い
方

向
に
な
る
よ
う
市
と
し
て
も
働

き
か
け
て
い
く
。
』
『
防
災
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
に
中
高
生
が
参
画

し
た
こ
と
に
感
心
し
た
。
こ
う

し
た
ふ
れ
あ
い
な
ど
に
よ
り
子

ど
も
た
ち
も
関
わ
り
が
出
来
れ

ば
。
』
な
ど
と
お
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。 

11
月
９
日
、
山
口
公
民
館
に
お
い
て
山

口
地
区
社
会
福
祉
推
進
協
議
会
主
催
に
よ

る
「
福
祉
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
は
、
落
語
家
出
前
亭
笑
楽
氏
が

「
元
気
・
安
気
・
長
生
き
」
と
題
し
、
元

気
に
楽
し
く
長
生
き
す
る
秘
訣
を
、
冗
談

を
交
え
な
が
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
場
に
は
地
域
の
子
ど
も
や
お

年
寄
り
が
製
作
し
た
作
品
展
示
や
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
馬
籠
黎
明
太
鼓
～

M

A

U
～
に
よ
る
太
鼓
演
奏
も
あ
り
ま 

き
上
げ
ま
し
た
。 

自
分
で
焼
い
た

五

平

餅

を

食

べ

「
美
味
し
く
で
き

た
」
「
た
く
さ
ん

食
べ
た
い
」
と
大

満
足
の
様
子
で
し

た
。
五
平
餅
は
、

全
校
児
童
と
先
生

方
の
分
も
作
り
、

給
食
の
際
に
ふ
る

ま
い
ま 

し
た
。 

し
た
。 

会
の
最
後

に
は
お
楽
し

み
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
皆

さ
ん
楽
し
そ

う
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。 



 

山口地区  

人口と世帯数 
≪10 月末現在≫ 

人口９０９人 

（前月比 △３） 

男 ４４５人 

女 ４６４人 

世帯数３７９世帯 

【 不 燃 ご み 】 ０３日（水） 

【資源・硬質ごみ】  １５日（月） 

【 有 害 ご み 】 なし（次回は 1/28） 

【 大 型 ご み 】 ２３日（火）※事前に申し込みが必要 

◎環境センターへ直接搬入できる日曜日 1４日・2８日 

毎月第３日曜日は家庭の日 

１２月２１日 
おうちの しごとは 

    わたしも やろう 
子どもも家族の一員。 

一人に一つ何か仕事を任せてみては。 

中津川市青少年健全育成推進市民会議 

 

10月 22日に開催された「山口地区学校のあり方

検討会」において、『山口小学校は他校との統合が必

要である』との方針が出されました。 

詳しい内容は、別途配布している「山口地区学校の

あり方検討について」の資料をご覧ください。 

中学生と乳幼児親子の交流会 
 

マレットゴルフ大会 

この交流会は今年で12回目となる取り組みで、

生徒は交流を通して将来の自分の姿を考える機会

に、保護者は子育ての参考にしていただくことを目

的に行っています。 

生徒は、事前学習で手作りしたおもちゃを使い乳

幼児と遊んだり、子育ての大変なことなどをお母さ

んたちに質問し、積極的に交流をしていました。 

「市の広報に関するアンケート」に 
ご協力をお願いします 

回答期限：R8.1.31(土)  問：秘書広報課 

住宅用火災警報器の作動確認をしましょう 

山口地区では、12月 1日を「住宅用火災警報器動

作確認の日」として、各家庭で点検を行うよう呼びか

けています。 

警報器の更新の目安は

10年程です。また、電池

が切れていると警報が鳴ら

なくなるので、ぜひこの機

会に警報器の確認を行いま

しょう。 音が鳴らない場合は、電池
や機器の交換が必要です！ 

賤母 「アラクラ沢砂防堰堤」 完成報告会 

 国土交通省多治見砂防国道事務所 

において令和2年9月から事業を推

進されていましたアラクラ沢砂防堰

堤が、本年8月30日に無事完成し 

11月 21日に完成報告会が開催され

ました。 

報告会には、地元関係者や工事関係 

または 

11月 2日、落合石畳マレットゴルフ場において、山口まちづく 

くり協議会と体育協会山口支部の共催で「第4回山口地区マレット 

ゴルフ大会」が開催されました。 

当日の朝は雨が心配されましたが無事に開催することができ、参加された

23名の方々はみなさん和気あいあいと楽しそうにプレーされていました。 

旧 豊宮 様   澤田屋 様     三殿陸送 様 

国道 19号賤母周辺は、これまで連続雨量が 150㎜ 
に達すると通行止めとなっていましたが、防災対策工 
事がいたるところで進んだことなどにより、通行止めの 
基準雨量が連続雨量 280㎜に緩和されました。 

10月 23日、坂下中学校視聴覚室において坂下中学校 3年

生とやさか地区の乳幼児親子との交流会が行われました。 

▲アラクラ沢砂防堰堤 

者のほか、今年度「砂防学習」を行った山口小学校4年

生が出席し、銘板の除幕を行いました。 


